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晩春の星座　5月に入ると地上ではもはや萬物　圏囲■■■■

　に汗がにじみ出る．殊に海岸から遠V・京都　　　　　1938年

　では夏の雲が室高く昇るやうになってくる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月の天象
　　冬の室を飾る輝星の群も今は大部分西の

　室に太陽とともに沈んでしまった．爽かな　IM囮囑■闘国■団■囲■薗■

　月渡後の風の中に，まつ浮ぶものは，東天高いア1クトウル（まきを座α星）

　とスピ】カ（をとめ座α星）．黄昏の薄明りも消えて星々がその固有の輝きを

　現はしはじめる頃，中天には“しし”が悠然とか」つてみる・南天にならぶ

　小さい星々をたどれば，東西100度に及ぶ“ヒドラ”の長々とした星列が北

「天の“りよう”と比べられる．

　　“まきを”座の束には小さくまとまった“かんむり”星座がある．誰にも異

　存のない形である．この星座のR星は不規則攣光星の一画面として有名であ

　る．ε星と6星とを結ぶ線上，εから↓！3程の所にあり，普通は六等星であっ

　て見附け易いが，時に急激に減光する．

　　5月は銀河のない月である．輝星の背景としての冬の銀河は既に西に去り

　雄大な夏の銀河は夜牛を待たねば姿を現さない．

愛光星　アルゴル型のものとして有名な“てんびん”座δ星は東天に高く見え

　るやうになった．2日8時間を週期とする蝕攣光星である．13回もの極小期が

　豫報されてはみるが，4日1時，24日24時，の2回が最：も都合よく，1σ日の0時

　牛，18日の0時牛は月光の妨げがある．

彗星　昨年はダ＝エル彗星の獲得に新年早々氣をよくしたのであったが，今

　年は未だ一つも爽気されぬ（3月9日記）．尤も一」般に彗星の二見は前孚年より

　も後項年に多V・傾向があるから心配するのは・早すぎるが．

　　小口径の機械しかもたぬわれわれの武器は忽耐である．根氣よい“彗星さ

　がし”がどれだけ多くの結果を得たかは今までの獲見史に微しても明かだ・

　副産物として，星團星霧を見回えて行くことも樂しい．“彗星さがし”には何

　虚へ機械をむけてもV・いわけだが，一般に，日湊後の西天や日出前の東天に

　効果が多いやうである．

流星5月上旬の二天には“みつがめ”座η星附近を輻射黒占とする有名な流星
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　群がある，これはかのバリ1彗星と關係があると云はれる・

海王星　“しし”座の南部，・星の南東にあって光度7．7．5月一ぱいは逆行（見

　かけ上，星々の闇を西に向って動くこと）してみるが，31日に停留（見かけ上

　三々の間に停止すること）し，以後順行（見かけ上，星々の闇を東方に動くこ

　と）に移る．われわれのもつ小望遠鏡で見える最遠の遊星である．

土　星　“うを”座の南部を順行中．太陽から次第に離れ曉天に一等級の光を放

　つ．まだ地球に遠く観望季は昨年同檬今年も秋から冬にかけてである．

木星　“みつがめ”座を順行してをり，これもやはり下天にある・光度は負2

　級，熱心な人はもう表面の模様を観察しはじめる．

金星　宥の明星・光度は負3・4．金星の本質についてはいろV・ろの読があって

　定らない．何しろ眞白に輝く回暦大氣を見てみるのみであるから仕方がなか

　らう．われわれ愛好者としてはその表面の模様を観察し，かすか乍らも現れ

　る模様をスケッチするのみであるが，それも決して無慣値なものではなV・．

　とにかく，たへす注意してみることが必要だ．

水　星　5月には暁天にある．光度は月初2級から月末0級にまで達するが，常

　に太陽に近V・ので注意せねば見つからぬ・“うを”座より“ひつじ”座に進み

　太陽より1時聞飴早く東に昇る．19日に西方極大離隔（見かけ上，太陽より西

　方へ最も離れて見えるとき）となるから，その前後，15月中旬から6月初にか

　けてが観測季である．殊に今回の極大離角は26度であって最大離角の28度に

　近いから最：も見易V・わけである．

火星　“うし”座のヒヤデスの邊り．太陽に近く，今年ぱ観測できない．

天王星　5日に合（見かけ上，太陽と同方向にあること．即ち太陽の向ふ側に行

　つたとき）とな’り，回天にあらはれる・今月は観測不能．

木星の衛星　衛星相互の蝕現象は5月には十三回もあり，そのうちで日本で見え

　るのも3回ばかりあるが，日出前であったり，木星の出現前後であったりし

　て4月22日ほど都合よくはない。帥ち，3Hの4時頃，12日の1時牛すぎ，19

　日（天文年鑑に17日とあるのは誤り）　　　　・P影に入る　3時58分

の二三であ・・3日の醐22　案髪縦謄写
　日の逆でガニメドがイオを蝕する。　　　　　牛影な出る　4時33分
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　即ち上表の通り．そのほかのは天丈年鑑を見られよ．

小遊星ヴエスタ　前門で“てんびん”座と書いたの心誤り一‘さそり”座のξ星

　の僅か西北で5月22月に門門（太陽とは正反封の方向に見えること，從って地

球に最：も近づくわけだ）となる．、豫報位置は下表の通り．（前號の績き）

　　　五月6日

　　　　　14

　　　　　22

　　　　　30

　　　六月7日

　　　　　15

　　　　　23

小遊星ジユノ

　（前號参照）

月　食

赤経16時13分塾

　16　6．4

　15　58．6

　15　，［．hO．6

　15　彗3．3

　］5　37．2

　15　3？．8

赤緯一11度11分　　光度6・O

　　l1　4　59
　　且　　2　　　　　　59

　　11　7　．g．9
　　1］．　20　6．0

　　11　41　6．0
　－12　］1　6．1

5月31日に“へびつかひ”座のλ星とζ星との中程で封衝となる．

　　　5月14日の夕方，日本では月帯食として欲けながら昇ってくる・即ち當

　日の月出は19時前後であるが，皆無　　　　　札幌18時5G分（e・6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京　18時38分（0・7）
　食は18時9分に絡ってみる。月が地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝｝1都　　18匿寺54分（0．5）
　球の本影を去るのは19時31分，牛影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎　19時工2分（0．3）

　を出るのは20時43分である．右』に1各　　　　　釜山　19時21分（0．1）

　地の月謝時刻とその時の食分とを示す．なほこの月食ぱ南北アメリカから太

　手洋，極東にわたって見えるものである．（天文年鑑の月食記事巾，月出月

　没，東天西天の読明は，食の要素の時刻表を見ていただけば直ぐ勃る通り，

　5月と11月と逆になってみるから御訂正下さい・）

日　食　但し日本では全く見えない．5月29日に南大西洋を中心として見える・

　皆銑食（最：長時聞4分4秒）はオ1クニ1諸島，南ジヨ1ジや島，サンドヰチ群

　島等で見えるのみで條件は極端に悪い．部分食は南米のチリ，アルゼンチン，

　ボリギヤ南牛，ブラジル南平や，アフリカのアンゴラの南部，英領南阿等で

　ある，

太陽　“ひつじ”座より“うし”座に進む．H出は4時頃，日渡は19時頃．

月　この頃は太陽暦と太陰暦と日が殆んど一4致する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1）　T一


